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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スリーブ状の枠体(1)に複数段の棚(2)を備えており、前記枠体(1)は、各段の棚(2)の上
方で開放された前壁(3)、対向する側壁(4)及び後壁(5)から形成され、各段の棚(2)が前壁
(3)に揺動自在に繋がり、対向する側壁(4)に奥行方向の中間部で上下方向に延びるヒンジ
線(4a)が設けられ、
　組立状態から側壁(4)をヒンジ線(4a)に沿って屈曲させ、各段の棚(2)を上方へ揺動させ
ると、折畳状態となる折畳式陳列具において、
　前記各段の棚(2)の後端部が後壁(5)の内面に重なる内後板(6)により連結され、折畳状
態と組立状態との変換に際し、内後板(6)が後壁(5)の内面に沿って枠体(1)に対して昇降
し、これに伴い、各段の棚(2)が一斉に揺動する棚連動機構を備えており、
　前記後壁(5)には、最下段より上段側の棚(2)に対応して中間部を切り込んだ窓部と、最
下段の棚(2)に対応して下端を切り欠いた係合凹所(5d)とが形成され、
　折畳状態では、内後板(6)が枠体(1)に対し上昇位置にあり、組立状態では、内後板(6)
が枠体(1)に対し下降位置にあって、最下段より上段側の棚(2)の後端部の係合突起(2d)が
内後板(6)を後方へ貫通し、後壁(5)の窓部に嵌まり込んで下方から支持され、最下段の棚
(2)の係合突起(2d)が前記後壁(5)の下端の係合凹所(5d)に嵌まり込み、各段の棚(2)の上
方への揺動が阻止されるように係合し、
　組立状態からの折り畳みに際して、最下段の棚(2)の係合突起(2d)と後壁(5)の下端の係
合凹所(5d)との係合を解除すると、側壁(4)がヒンジ線(4a)に沿って屈曲し、最下段より
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上段側の棚(2)の係合突起(2d)と後壁(5)との干渉が後壁(5)の窓部により回避されつつ、
偏平な折畳状態となることを特徴とする折畳式陳列具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、店頭において折畳状態から組み立てられ、商品の陳列に使用される折畳式
陳列具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　店頭での商品の陳列に使用される折畳式陳列具として、下記特許文献１には、図６に示
すように、スリーブ状の枠体５１に複数段の棚５２を備えたものが記載されている。
【０００３】
　枠体５１は、各段の棚５２の上方で開放された前壁５３、対向する側壁５４及び後壁５
５から形成され、各段の棚５２が前壁５３に揺動自在に繋がっている。枠体５１の対向す
る側壁５４には、奥行方向の中間部で上下方向に延びるヒンジ線５４ａが設けられ、後壁
５５には、各段の棚５２に対応して弧状の切込により係止片５５ａが形成されている。
【０００４】
　各段の棚５２は、棚板５６の後端に棚後板５７を連設したものとされ、棚板５６と棚後
板５７の境界部分にスリット状の係止穴５６ａが形成されている。
【０００５】
　この陳列具は、組立状態において、各段の棚５２の棚板５６から棚後板５７が上方へ折
り曲げられ、係止片５５ａが係止穴５６ａに差し込まれている。これにより、各段の棚５
２の後端部が枠体５１の後壁５５に係合して支持され、店頭での陳列時に、棚板５６に商
品を載せても底抜けしないようになっている。陳列具の最上部では、前壁５３と後壁５５
とが重ね合わされている。
【０００６】
　また、この陳列具は、係止片５５ａを係止穴５６ａから引き抜き、側壁５４をヒンジ線
５４ａに沿って外側へ張り出すように屈曲させ、各段の棚５２を上方へ揺動させると、折
畳状態となるので、嵩張らない状態で小売店へ配送することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－９５６５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記のような陳列具は、折畳状態からの組み立てに際し、各段の棚５２
について、それぞれ棚板５６を水平方向へ揺動させ、係止片５５ａと係止穴５６ａとを係
合させなければならず、棚５２の段数が増えると、組立に手間がかかることになる。
【０００９】
　このため、商品の販売元が販売促進のため小売店へ配送しても、小売店で使用されずに
廃棄される場合も多いという問題がある。
【００１０】
　そこで、この発明は、棚の段数に関わらず迅速に組み立てることができ、陳列作業を手
際よく行えるようにした折畳式陳列具を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、この発明は、スリーブ状の枠体に複数段の棚を備えており、
前記枠体は、各段の棚の上方で開放された前壁、対向する側壁及び後壁から形成され、各
段の棚が前壁に揺動自在に繋がり、対向する側壁に奥行方向の中間部で上下方向に延びる
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ヒンジ線が設けられ、
　組立状態では、棚の後端部が後壁に係合して支持され、その係合を解除し、側壁をヒン
ジ線に沿って外側へ張り出すよう屈曲させ、各段の棚を上方へ揺動させると、折畳状態と
なる折畳式陳列具において、
　前記各段の棚の後端部が後壁の内面に重なる内後板により連結され、折畳状態と組立状
態との変換に際し、内後板が後壁の内面に沿って枠体に対して昇降し、これに伴い、各段
の棚が一斉に揺動する棚連動機構を備えており、
　折畳状態では、内後板が枠体に対し上昇位置にあり、組立状態では、内後板が枠体に対
し下降位置にあって、棚の後端部の係合突起が内後板を後方へ貫通し、後壁に係合するも
のとしたのである。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明に係る折畳式陳列具では、折畳状態で枠体に対して上昇位置にある内後板を、
店頭での陳列に際し、枠体に対して下降させるだけで、各段の棚が一斉に水平方向へ揺動
して、棚の後端部の係合突起が後壁に係合するので、迅速かつ容易に組み立てることがで
き、商品の販売促進のために有効活用されることが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】この発明の実施形態に係る折畳式陳列具の組立状態を前方から示す斜視図
【図２】同上の組立状態を後方から示す斜視図
【図３】同上の組立過程を前方から示す斜視図
【図４】同上の折畳状態を横倒しで示す斜視図
【図５】同上の折畳式陳列具の各構成部材のブランクを示す図
【図６】特許文献１に記載の折畳式陳列具の組立状態を示す前方からの斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、この発明の実施形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１５】
　この折畳式陳列具は、段ボールから成り、図１及び図２に示すように、スリーブ状の枠
体１に上下３段の棚２を備えたものとされている。枠体１は、各段の棚２の上方で開放さ
れた前壁３、高さ方向の全長に及び対向する側壁４及び後壁５から形成され、各段の棚２
が前壁３の上端に揺動自在に繋がっている。
【００１６】
　枠体１及び各段の棚２は、図５にブランクで示すように、本体１１を主体とし、これに
枠体１の後面を形成する後壁部材１１ａと、棚２の底面を補強し後端部を形成する棚底部
材１２と、枠体１の天面を形成する天部材１３と、棚連動機構を構成する内後板６とを付
加して構成される。後壁部材１１ａは、強度を確保するため、他の構成部材よりも厚手の
段ボールを材料としている。
【００１７】
　本体１１のブランクでは、各段の棚２に対応する部分及び最上部に前壁３が設けられ、
その両側に上下に亘って延びる側壁４及び継代片５ａが順次連設されている。
【００１８】
　各段の棚２に対応する前壁３の上端には、それぞれ棚前板２ａ及び棚板２ｂが順次連設
され、棚板２ｂの後端となる端縁には、係合突起２ｄが設けられている。棚前板２ａと棚
板２ｂの境界には、段ボールの表面側が窪む谷折りを可能とするため、押罫と切目が交互
に断続するリード罫が入れられている。
【００１９】
　側壁４には、奥行方向の中間部で上下に延びるヒンジ線４ａが設けられている。ヒンジ
線４ａは、段ボールの表面側が突き出す山折り方向へ折れ曲がりやすくするため、段ボー
ルを裏面側から押圧した押罫とされている。また、側壁４には、各段の棚２の上方の開放
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部を側方へ拡大するため、台形状の側折片４ｂが切込を入れて設けられている。
【００２０】
　最上部の前壁３には、補強片３ａ，３ｂが上端及び下端にそれぞれ連設されている。ま
た、継代片５ａの上部には、吊紐を挿通する紐穴１ａが穿設されている。
【００２１】
　後壁部材１１ａのブランクでは、後壁５の中間上部及び下部に切込を入れて補強片５ｂ
が設けられ、上端の切込間を突出させて補強片５ｃが設けられている。また、下端を切り
欠いて係合凹所５ｄが形成されている。補強片５ｂ，５ｃの基部の折目線は、棚２の後端
部を支持する係合縁５ｅとなるものであり、厚手の段ボールでも折り重ねを可能とするた
め、段ボールを厚さ方向の途中まで切り込んだ半切線とされている。
【００２２】
　また、補強片５ｂ及び係合凹所５ｄの切断縁の上辺に臨む部分には、半円形の指掛切欠
５ｆが形成されている。後壁５の両側上端部には、本体１１の継代片５ａに形成された紐
穴１ａと重なるように、紐穴１ａが穿設されている。
【００２３】
　棚底部材１２のブランクでは、棚板２ｂの後方となる端辺に棚後板２ｃが連設され、棚
板２ｂの棚後板２ｃとの境界には、棚後板２ｃへの切込により係合突起２ｄが形成されて
いる。棚板２ｂと棚後板２ｃの境界には、段ボールの表面側が窪む谷折りを可能とするた
め、押罫と切目が交互に断続するリード罫が入れられている。
【００２４】
　天部材１３のブランクでは、天板７の前方となる端辺に天前板７ａが、後方となる端辺
に天後板７ｂがそれぞれ連設され、天板７の天後板７ｂとの境界に、天後板７ｂへの切込
により係合突起７ｃが形成されている。天板７と天前板７ａの境界及び天板７と天後板７
ｂの境界には、段ボールの折曲抵抗を軽減するため、それぞれ押罫と切目が交互に断続す
るリード罫が入れられている。
【００２５】
　内後板６のブランクでは、上段及び中段の棚２の係合突起２ｄを貫通させるため、中間
上部及び下部にそれぞれ水平方向に延びるスロット状の係合穴６ａが設けられ、下段の棚
２の係合突起２ｄを係入するため、下端に係合凹所６ｂが形成されている。また、天板７
の係合突起７ｃを係入するため、上端に係合凹所６ｃが形成されている。
【００２６】
　本体１１、後壁部材１１ａ、棚底部材１２、天部材１３及び内後板６のブランクには、
陳列具の製作工程において、貼り付け位置の目印になる切目が入れられている。
【００２７】
　上記のようなブランクから図１及び図２に示す陳列具を折り曲げ及び糊貼り加工により
製作するには、本体１１において、側折片４ｂを折り曲げて側壁４の内面に貼り付け、補
強片３ａ，３ｂを折り曲げて最上部の前壁３の内面に貼り付けておく。また、後壁部材１
１ａにおいて、補強片５ｂ，５ｃを折り曲げて、後壁５の内面に貼り付けておく。
【００２８】
　次に、各段の棚２を形成するように、本体１１と棚底部材１２の棚板２ｂを、互いに向
きを一致させて貼り合わせ、最上部の前壁３の上端に沿って、天部材１３の天前板７ａを
補強片３ａに貼り付ける。
【００２９】
　続いて、各段の棚２の棚前板２ａを前壁３の裏側に重ねるように下方へ、棚板２ｂを後
方へ順次折り曲げ、棚後板２ｃを上方へ折り曲げて内後板６に貼り付ける。また、天板７
を後方へ折り曲げ、天後板７ｂを下方へ折り曲げて内後板６に貼り付ける。
【００３０】
　その後、枠体１を形成するように、本体１１の後面側に後壁部材１１ａをあてがい、内
後板６を後壁５の内面に重ね、継代片５ａを内側へ折り曲げて後壁５の両側部外面に貼り
付ける。また、吊り下げて陳列する場合には、紐穴１ａに吊紐１４を挿通し、吊紐１４に
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Ｓカン１５を取り付ける。
【００３１】
　このように製作すると、各段の棚２の後端部が後壁５の内面に重なる内後板６により連
結され、折畳状態と組立状態との変換に際し、内後板６が後壁５の内面に沿って枠体１に
対して昇降し、これに伴い、各段の棚２が一斉に揺動する棚連動機構が形成される。
【００３２】
　そして、図１及び図２に示す組立状態では、内後板６が後壁５に全体的に重なる位置ま
で枠体１に対して下降した位置にあり、上段と中段の棚２の係合突起２ｄが内後板６の係
合穴６ａを後方へ貫通し、後壁５の補強片５ｂが抜け出した窓部に嵌まり込み、係合縁５
ｅに係合して下方から支持される。
【００３３】
　また、下段の棚２の係合突起２ｄが内後板６の係合凹所６ｂを介して後壁５の係合凹所
５ｄに嵌まり込み、棚板２ｂの上方への揺動が阻止されるように係合する。
【００３４】
　さらに、天板７の後端部の係合突起７ｃが内後板６の係合凹所６ｃを介して後壁５の上
端に形成された凹所に嵌まり込み、係合縁５ｅに係合して下方から支持される。
【００３５】
　これにより、枠体１の前後に渡される各段の棚２の棚板２ｂ及び最上部の天板７は、下
方へ落ち込むような揺動が阻止されると共に、上方へ跳ね上がるような揺動が阻止される
ので、安定した状態で、水平に保持される。
【００３６】
　一方、この陳列具を折り畳む際には、図３に示すように、指掛切欠５ｆに指を掛け、後
壁５を後方へ引っ張って撓ませることにより、下段の棚２の係合突起２ｄと後壁５の係合
凹所５ｄの係合を解除すると共に、上段及び中段の棚２の係合突起２ｄと後壁５の係合縁
５ｅの係合を解除する。
【００３７】
　そして、内後板６を枠体１に対して上昇させると、両側の側壁４がヒンジ線４ａに沿っ
て外側へ張り出すように屈曲し、枠体１が六角筒状となり、各段の棚２の棚板２ｂが上方
へ揺動し、上段及び中段の棚２の係合突起２ｄと後壁５の干渉が補強片５ｂの抜出穴によ
り回避されつつ、前壁３と後壁５とが接近して、図４に示す偏平な折畳状態となる。
【００３８】
　このような折畳状態としておくと、嵩張らないので、小売店への輸送や保管のためのコ
ストが抑制され、陳列する商品の販売促進に要する費用を削減できる。
【００３９】
　上記のような構造の折畳式陳列具では、折畳状態で枠体１に対して上昇位置にある内後
板６を、店頭での陳列に際し、図３に示すように、枠体１に対して下降させるだけで、各
段の棚２が一斉に水平方向へ揺動して、図１及び図２に示すように、棚２の後端部の係合
突起２ｄが後壁５に係合するので、迅速かつ容易に組み立てることができ、小売店での有
効活用による販売促進効果を期待することができる。
【００４０】
　なお、上記実施形態では、棚２の強度を向上させるため、本体１１の棚板２ｂに棚底部
材１２の棚板２ｂを貼り合わせて各段の棚２を形成しているが、商品があまり重くない場
合には、棚底部材１２を省略して、本体１１の棚板２ｂに棚後板２ｃを連設し、これを内
後板６に貼り付けるようにしてもよい。
【００４１】
　また、枠体１の上部の強度があまり必要でない場合には、本体１１の補強片３ａを省略
し、本体１１と天部材１３を別体とすることなく、本体１１の最上部の前壁３の上端に天
板７及び天後板７ｂを順次連設するようにしてもよい。
【００４２】
　また、本体１１の最上部の前壁３及び天部材１３を省略し、最上段の棚２の上方が大き
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く開放されたものとしてもよい。
【符号の説明】
【００４３】
１　枠体
１ａ　紐穴
２　棚
２ａ　棚前板
２ｂ　棚板
２ｃ　棚後板
２ｄ　係合突起
３　前壁
３ａ，３ｂ　補強片
４　側壁
４ａ　ヒンジ線
４ｂ　側折片
５　後壁
５ａ　継代片
５ｂ，５ｃ　補強片
５ｄ　係合凹所
５ｅ　係合縁
５ｆ　指掛切欠
６　内後板
６ａ　係合穴
６ｂ，６ｃ　係合凹所
７　天板
７ａ　天前板
７ｂ　天後板
７ｃ　係合突起
１１　本体
１１ａ　後壁部材
１２　棚底部材
１３　天部材
１４　吊紐
１５　Ｓカン
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